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半田鍍金工業所

１．組織の概要

１）名称

有限会社　半田鍍金工業所

２）代表者名

代表取締役　半田忠勝

３）所在地

本　社 東京都東村山市恩多町5丁目４３番地14号

４）操業年月日

1961年（昭和36年）7月1日

５）資本金

500万円

６）

責任者 大澤正太　 TEL：042-393-0960

担当者 高橋達志　　 TEL：042-393-0960

電子メール：

info@handa-platingworks.co.jp

７） 事業の内容（登録の事業活動）

８）事業の規模

単位 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

百万円 84 81 101 103 101.33 102.5 100.5

人 10 10 10 9 8 9 10

㎡ 221.45 221.45 221.45 221.45 221.45 221.45 221.45

９）事業年度

７月～６月

10） 会社ホームページ

https://www.handa-platingworks.co.jp

従業員　　　　　

延べ床面積　　　

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

電気メッキ・金属表面処理加工の製造

売上高

バレルメッキ
ライン

ニッケルメッ
キライン
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半田鍍金工業所

２．環境経営方針

【理念】

【行動指針】

１．

２．

３．

2017年8月27日制定

６）生産における工程改善に努め、不良率の削減を推進

この環境方針を全従業員に周知し、定期的に環境目標を見直し環境保全への意識の
向上に努めます。

　　　　　　　　　　　　有限会社半田鍍金工業所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　半田　忠勝　　　　　　　　　　　　

環境経営方針

　有限会社半田鍍金工業所は、お客様や社会から信頼と満足される「金属メッキ・
表面処理加工」を提供するにあたり、環境と調和した企業活動を行い、持続可能な
社会の実現に貢献します。

環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムに取り組み、環境関連の法
令、条例等を遵守すると共に、地域・業界・顧客の環境関連要求事項に配慮し、継
続的な環境活動の改善を図ります。

環境への取組として、環境目標及び行動計画に下記の重点事項を定め、環境方針に
整合した活動を行います。

１）電力及び燃料使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の削減を推進

２）再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進

３）現場・作業場の用水利用の管理に取り組み、排水量・水使用量の削減を推進

４）有害化学物質使用量の削減を推進

５）事務所においてグリーン購入を推進
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半田鍍金工業所

更新日： 2022年7月1日

有限会社　半田鍍金工業所EA21　実施体制

・問題点の発見、是正、予防処置

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連の外部コミュニケーション

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの確認

環境管理担当・事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

役割・責任・権限

代表取締役 ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

自動鍍金ライン責任者　宮本里志

従業員 従業員

管理部門
亜鉛鍍金ライン責任者　大澤正太 管理責任者　半田実

ニッケルメッキライン責任者　高橋達士 経理責任者　半田勝恵

代表取締役

半田忠勝

環境管理責任者

大澤正太

工場部門（事務局兼務）
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３．主な環境負荷の状況

3.1 指標別年間環境負荷の状況

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

2016.7-2017.6 2017.7-2018.6 2018.7-2019.6 2019.7-2020.6 2020.7-2021.6 2021.7-2022.6

①温室効果ガス排
出量

kg-CO2 221,767 210,963 202,980 186,572 180,538 194,284

再資源化量 kg 未把握 73 124 145 140 114

中間処理（焼却他） kg 未把握 388 704 820 548 552

再資源化量 t 未把握 0 0 0 0 0

中間処理（焼却他） t 7,900 3,630 11,240 4,000 7,410 8,450

最終処分量 t 7,900 3,600 11,240 4,000 7,410 8,450

③－１総排水量 m3 4,128 2,682 3,165 2,781 3,275 3,335

③－２水使用量 m3 4,128 2,682 3,165 2,781 3,275 3,335

kg 3,660 3,200 3,560 2,500 3,660 3,080

kg 920 820 1,360 860 920 900

kg 3,480 4,720 4,140 3,800 4,240 3,880

kg 680 720 760 740 720 540

kg 13,720 14,120 21,660 17,000 20,000 17,000

kg 160 320 200 160 140 260

kg 3,375 2,875 2,750 3,250 2,800 3,450

kg 25 14 0 0 25 25

MJ 1,929,993 1,899,016 1,805,427 1,713,454 1,827,850 4,040,473

MJ 2,193,021 2,189,498 2,113,160 1,968,148 2,039,883 2,246,711

kWh 196,337 190,473 181,086 171,867 183,335 179,916

L 12,098 10,311 11,604 10,905 12,575 18,980

㎥ 36,851 34,536 32,476 30,333 30,455 29,260

L 1,798 2,125 2,247 1,833 1,937 2,418

4,533 4,865 4,410 3,701 3,737 3,973

⑥物質使用量 t 5.4 4.6 4.4 4.9 3.8 3.5

⑧総製品生産量 t 357

＊電気のCO2排出係数は2017年度東京ガス調整後排出係数の数値を使用した

製品生産量等

②廃棄物排出量
及び廃棄物最終
処分量

⑤エネルギー使用
量

④化学物質使用
量
(購入量のため
100％濃度ではな
い）

都市ガス使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

資源使用量 亜鉛のみ集計

水酸化ナトリウム

無水クロム酸

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料

電力使用量

灯油使用量

硫酸

硝酸

シアン化ナトリウム

次亜塩素酸ナトリウム

過酸化水素水

産業廃棄物

公共用水域

上水

環境への負荷 単位

二酸化炭素

一般廃棄物

塩酸
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半田鍍金工業所

４．環境経営目標　及び　実績

基準値

2018年度
結果
評価

年度 年度

電力使用量
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

181,086 0.364 ×

kWh／年 （東京ガス）

灯油 
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

11,604 2.490 ×

ℓ／年

都市ガス
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

32,476 2.244 ○

Nm3/年

ガソリン 3 ％削減
基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

2,247 2.322 ×

ℓ／年

軽油
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

4,410 2.585 ○

　ℓ／年

184,476 ×

kg-CO2／年

原単位 1.826 〇

ｋｇ-CO2/売上高 ｋｇ-CO2/千円

一般廃棄物排出量
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

580 〇

kg／年

産業廃棄物排出量
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

11,240 〇

kg／年

上水使用量
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

3,165 ×

㎥／年

亜鉛メッキ浴

シアン浴 ×

100%

エコ商品購入率
基準値
に対し 3 ％向上

基準値
に対し 4 ％向上

基準値
に対し 5 ％向上

未把握 ×

％

不良率
基準値
に対し 3 ％削減

基準値
に対し 4 ％削減

基準値
に対し 5 ％削減

0.00 ○

％/年

※結果評価：1,2.2),3は目標数値以下で「〇」、5％オーバー未満で「△」、5％オーバー以上で「×」と評価する。

　 また、2.1),5,6はデータが把握で「〇」、取組が始まっていれば「△」、取組がなければ「×」と評価する。

　4は取組があれば「〇」、取組がなければ「×」と評価する。

179,916

18,980

29,260

2,418

185,562

1.802

8,450

3,335

ℓ／年

3,973

552

3,007

㎥／年以下

551

kg／年以下

亜鉛メッキ浴

バレル：ジンケート浴の検討 バレル：ジンケート浴の検討

シアン浴：100％ シアン浴：80%削減 シアン浴：80%削減

1

ｋｇ-CO2/千円以下 ｋｇ-CO/千円 ｋｇ-CO2/千円以下 ｋｇ-CO2/千円以下

1.808 1.790  

電力使用
量の削減

175,653 173,843

ℓ／年以下

4,278 4,234

kWh／年

ℓ／年

二酸化炭
素排出量
の削減

31,502

172,032

kWh／年以下 kWh／年以下

Ｎｏ 項目
CO2

換算係
数 20232022

中期目標短期目標

2021年

実績

2021年

kWh／年以下

化石燃料
使用量
の削減

11,256 11,140 11,024

ℓ／年以下

4,190

ℓ／年以下 ℓ／年以下 ℓ／年以下

ℓ／年以下

2,180 2,157

ℓ／年以下 ℓ／年以下 ℓ／年以下

31,177 30,852

Nm3/年以下 Nm3/年 Nm3/年以下 Nm3/年以下

2,135

ℓ／年

総量
計（kg-CO2）

182,631 180,786 178,941

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

kg／年以下

2)産業廃棄物
排出量
の削減

10,903 10,790 10,678

kg／年

1)一般廃棄物
排出量
の削減

563 557

kg／年以下

kg／年

kg／年 kg／年以下

kg-CO2／年

2
廃棄物排
出量の削

減

㎥／年

5 グリーン購入の推進 環境配慮製品購入 環境配慮製品購入

3 水使用量の削減 3,070 3,038

有害化学物質の使用量
の削減（シアン浴の削減）

4

亜鉛メッキ浴

ジンケート浴の検討

シアン浴：100％

ジンケート浴の検討

亜鉛メッキ浴

㎥／年 ㎥／年以下

kg／年

環境配慮製品購入

％/年 ％/年以上 ％/年以上

（集計してない）

％/年

※二酸化炭素排出係数は2015年東京電力実績の0.500kg/kWhを適用した。

6 製造製品の不良率低減 0.000 0.000 0.000

％／年 ％／年以下 ％／年以下％／年
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半田鍍金工業所

５．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

生産工程の待機時間

前処理の合理化

乾燥炉の余熱時間の短縮
空調温度の適正化
（冷房28℃　暖房20℃）

空気圧縮機のエア漏れ点検

蛍光灯のLED 化・交換

各槽の温度設定見直し

メーカーへの点検依頼

ボイラーの燃焼ノズル清掃

タイマーによる運転制御

効率的なルートで輸送

エリア別営業活動の見直し

アイドリングストップ

急加速・急停車の防止

冷房の控え目使用

燃費のよい車の購入（更新時）

総量

原単位

分別の徹底

シュレッダー廃紙のリサイクル化

帳票見直しによる印刷物の削減

梱包材の再利用

リサイクル業者の開拓

作業ミスによる廃棄量の削減

節水シールの貼り付けとポス
ター掲示

節水弁取り付け

自動水栓取り付け

雨水の利用

排水処理水再利用

シンジゲート浴検討

バレル適用検討

グリーン購入対象品目調査

グリーン購入比率調査

生産工程の改善

不良対策の徹底

注文書確認による処理間違い
削減

冶具、処理籠の定期点検・更新

処理液の定期点検更新

※取組結果の評価基準　○：取組良好、△：問題があるか取組んでいる、×：取組んでいない

製造製品の不良率の低減

総数量とNG品数から不良率
を出しているが、もう少しデー
タを積み重ねて、真の不良
率を見極めたい。

活動計画を継続す
る。

5

活動計画を継続す
る。

活動計画を継続す
る。

×

×

グリーン購入の推進
＜エコ製品購入額
／総購入額＞

他の重要な管理項目に重点
を置いたために、実施が遅
れた。
今後取り組みたい。

6

取組
結果

　評　価 次年度の取組内容

×

×
灯油ボイラーからへ
の機器交換

ボイラーが古くなり燃費が低
下している。ガスボイラーより
メイン運転した為。

取り組みをすて、全体的に
減っている

一般廃棄物
排出量
の削減

産業廃棄物
排出量
の削減

活動計画を継続す
る。

○

コロナ禍により生産量減少
原単位は削減傾向にあり
管理に有効であることが分
かった。

活動計画を継続す
る。

○

○

×3 水使用量の削減
不良品を無くす為に水洗槽
の清掃活動が多く達成出来
ない。

4
有害化学物質使用量の削
減

×
有害化学物質を削減するた
めに時間をかけて検討して
いたがまだ出来ていない。

1

電力使用量
の削減

電気メッキの増産で蛍光灯
の一部LED化遅れている、
液温度の適正化等の効果が
うずもれている。

LED化を推進した
い。外部からの電気
機器の効率化を進
める。

１９年に多く廃棄した為今期
は、達成した。

活動計画を継続す
る。

化石燃料使用量
の削減(1)

灯油
都市ガス

化石燃料使用量
の削減(2)
ガソリン
軽油

二酸化
炭素排
出量の
削減

CO2排出量の削
減

原単位の管理方法
を模索する。

コロナ禍に於ける生産量
減少傾向　軽油はハイブ
リッドの効果が出ている。

活動計画を継続す
る。

○

2
廃棄物
排出量
の削減

Ｎｏ. 分類 環境目標項目 活動計画
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半田鍍金工業所

区分

化学物質

温暖化防止

７．代表者による全体評価と見直しの結果

．

2022年9月1日　代表取締役　半田忠勝

以上

　環境方針、環境目標を定め、環境への取組みを始めて3年がたち、体制づくりと従業員への周知
にはまだ、十分ではない状況です。コロナ感染等で、生産量が低迷してる中、売上高も上がって
いるが、利益が出て無い。これは、経費が増加傾向で目標項目によっては目標値を達成できてな
く、環境負荷の削減に結びついていないのが現状です。また、データは有るが実績・評価表への
入力がされてないなど管理文書の整備に課題があります。
　今年度EA21ガイドライン2017年版の発行に伴い、当社の環境経営システムを2017年版に沿って
見直しを行いました。
　これからも当社の環境経営システムを少しづつレベルアップし、従業員一人ひとりの意識と行動
に結び付けていきたいと思っています。原材料、人件費などの高騰対策の為に効率化を進めた
い。

廃棄物

資源循環（リ
サイクル）

騒音・振動

水質汚濁防止法 適　合

浄化槽法 適　合

水質汚濁

毒物及び劇物取締法 適　合

騒音規制法

フロン排出抑制法

振動規制法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

東村山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

　当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、2018年度の遵守状況を2020年7月に確
認した結果、違反はありませんでした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過
去３年間ありません。なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。

環境関連法規等遵守状況

環境関連法規等の名称 遵守結果

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 適　合

適　合

適　合

適　合

適　合

適　合

適　合

適　合

特定家電用機器再商品化法

使用済自動車の再資源化等に関する法律
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